8-2-3　会誌編集専門委員会

1. 会誌編集専門委員会の予算

予算：37,500,000円
2. 主な活動の記録
(1) 会誌編集専門委員会の開催

委員会開催回数：12回（毎月1回）

(2) 会誌の制作・発行

① 会誌発行の主旨及び実績
大学などの高等教育機関及び発注機関に対して建設コンサルタントとその活動に対する理解を深めていただくこと、さらに、会員への重要情報の伝達や協会活動の広報を目的に、会誌「Consultant」約9,000冊を次表のとおり年4回発行した。

平成18年度　会誌発行実績

	発行号
	発行年月
	特集テーマ

	231号
	2006年
4月
	「土木プロジェクトのリスクマネジメント」

	232号
	2006年
7月
	「青森－雪と共に生きる人の知恵－」

	233号
	2006年
10月
	「里地－原風景を守り育てる－」

	234号
	2007年
1月
	「土木遺産Ⅴ-日本の国づくりの心－」


② 会誌制作活動
各号の会誌制作に当たっては、全体編集会議として位置づけられる月1回開催の専門委員会において進捗報告及び課題討議を行う他、発行予定の約1年前から号担当（3～4名）が企画編集WGを随時開催し、特集テーマの企画提案、関連資料収集や現地取材、執筆候補者選定や執筆依頼、さらに入稿した原稿の校閲や印刷原稿のチェック等を実施した。

(3) 土木遺産図書の出版準備
悠久の時代から社会を支えてきた土木技術を一般にアピールすることにより協会及び建設コンサルタントの役割を広く知らしめることを目的として、昨年度出版し好評を博した
『土木遺産～世紀を越えて生きる叡智の結晶～（ヨーロッパ編）』の続編としてアジア編発刊の企画・準備を進めた。
3. 次年度の活動について

基本的に今年度の活動を継続実施する。

(1) 会誌編集専門委員会の開催

　月1回の定例委員会を開催する。

(2) 会誌の制作・発行

年4回の会誌制作及び発行を行う。

(3) 土木遺産図書の出版

ヨーロッパ編に続くアジア編の土木遺産図書出版に向けた企画編集を進め、年度内に発刊する。

なお、次年度は、協会の社会貢献活動の広報等以下の事項に重点的に取り組む。

①　協会活動の誌面の充実化

②　会員執筆記事機会の拡大

③　最新の関連トピックスの提供

④　土木遺産図書出版による広報

　　　　
（会誌編集専門委員会委員長　竹松　伸一郎）













